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〔設置目的〕 

健全な農環境の保全は、生産物である食糧の安定供給と安全性を保障する基盤であるとともに、その周

辺生態系における生物多様性や生態系サービスの維持とも密接に関係している。一方で、現代農業におい

ては、多種多様な農薬の利用や界面活性剤・ナノカプセル等の化成品の利用が拡大しており、農地および

その生産物における化学物質の残留や周辺環境への流出、非標的の野生生物への影響等が懸念されている。

また、循環型社会の推進において、食品残渣や下水処理水・汚泥、畜産糞尿といった有機性廃棄物や、そ

れらを抽出・処理した有用成分を肥料等に利活用する技術/方策が検討されているが、そのような廃棄物や

循環資源には、重金属類や人畜に用いられる医薬品等の化学物質が含まれている可能性がある。従って、

循環資源等の新たな利活用においても、農環境の健全性や生産物の安全性に影響を与えうる化学物質の混

入が生じないよう包括的な監視システムを構築する必要がある。加えて、現在我われの身の回りで利用さ

れている化学物質は数万種類に及び、農環境の保全および生産物の安全性評価に関しても、モニタリング

やリスク評価の対象とすべき物質の種類も多様化している。そこで本研究グループでは、先端機器分析に

よる有害物質の一斉・迅速・形態分析法とバイオアッセイ・バイオマーカーを用いた生態毒性検知や現地

生物群集解析による生態影響評価の手法を組み合わせ、農環境および周辺生態系の保全と食の安全に係る

包括的な有害物質監視・リスク評価に関する研究を実施する。 

〔活動計画概要（概要をポンチ絵を用いて示した上で，簡潔に記載すること）〕 

本研究グループは、農学研究科の環境計測学・生態毒性学・生物地球化学・環境産業科学・水環境工学

・生態学など複数の研究分野に携わる若手・中堅研究者が連携し、下記概念図に示す３つの先端的な分析

・毒性検知・影響評価の手法を用いて研究を行う。具体的には、農薬・重金属・医薬品等生活関連物質（P

PCPs）などの有害物質を対象とした一斉・迅速・形態分析等に係る技術開発を行い、農環境およびその周

辺生態系における分布・動態の解明や農産物・循環資源の安全性評価に関する研究を実施する。また、そ

れら先端分析技術とバイオアッセイ・バイオマーカー等の生態毒性検知法を組み合わせ、農作物および野

生生物種や生物多様性に対する有害物質の影響評価や農産物・循環資源中の有用物質の検索・同定等に関

する研究を行う。さらに現地の生物群集解析に基づいた生態影響調査を実施し、上記研究の成果と併せて

、生態系全体に対する有害物質の影響を包括的に評価する。これらの技術開発や調査研究の実施により、

農環境および周辺生態系の保全と食の安全に係る包括的な有害物質監視・リスク評価システムを確立し、

生態系の保全と生産物の安全性を保障する循環型農環境モデルの形成推進に貢献することを目指す。 

 

 


